
「うるおい・景観」の政策体系

うるおい
・景観

公園・緑地の整備 ・ロクハ公園整備事業

・草津川跡地整備事業

・地域街なみ形成推進事業
・風致地区審査事務 等

（分 野） （基本方針） （施 策） （主要事業）

やすらぎ・憩いの
環境づくり

自然的・歴史的景観の
保全と活用、都市景観の

形成

良好な景観の
創出と保全

まちなみ緑化の推進

水辺空間の活用

草津川廃川敷地の活用

・花街道推進事業
・緑化を推進する市民運動展開事業

・草津川緑地整備事業
・平湖・柳平湖公園整備事業



■施策評価シート
(13)-1 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

% 52.0 52.0 52.0 52.0 52.0 52.0

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

㎡ 1,974 1,974 1,872 1,872 1,660 0

Ha 0.56 0.56 0.56 0.56 0.22 0.22

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

備考

市内唯一の総合公園であるロクハ公園については、計画に沿って整備を進めていると
ころであるが、計画区域内に未買収となっている用地もあり、今後の整備計画を見直し
が必要である。開園から20年以上が経過し、プール施設や園内施設等に改修等が必
要な箇所も生じており、整備を進めると共に順次改修を行っていく必要も生じている。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

責任課による分析

プール、芝生広場、デイキャンプ場などが整備さ
れ、子どもから大人まで広く利用される公園と
なっている。

関係課のコメント

事務
事業

体系

指標

ロクハ公園の供用開始面積が整備率であり、整
備計画にあわせた目標値となっている。

ロクハ公園整備率

計画区域内に未買収地があり、公園の完成まで
に今後も予算、時間共に必要であるが、財政状
況の悪化等により事業計画の見直し、検討が必
要である。

単位

環境・条件
の変化

個別
内容

その他の外的
・他律的な事象

公園・緑地の整備

公園緑地課

山岡道子

単位

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要
緑の基本計画に基づき、緑化重点地区と都市公園の
整備を進めるとともに、子どもの居場所の適切な整備を
行います。

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

活動指標

（責任課コメント）

市内唯一の総合公園であるロクハ公園については、計画に沿って整備を進めているところであ
る。平成25年度に国庫補助金が打ち切られるため、今後の整備計画の見直しが必要である。

ロクハ公園整備率：都市公園計画決定面積のうち、供用開始されている面積の割合

項目

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

ロクハ公園整備用地取得面積

ロクハ公園整備面積

事務事業名

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 56,053 56,445 56,226 *** 168,724 計画

実績 56,040 56,433 112,473 実績

計画 89,455 90,000 90,000 *** 269,455 計画

実績 86,193 80,912 167,105 実績

計画 102 102 97 *** 301 計画

実績 102 102 204 実績

計画 62,861 75,696 62,007 *** 200,564 計画

実績 60,015 61,849 121,864 実績

計画 22,452 23,162 23,162 *** 68,776 計画

実績 21,972 22,577 44,549 実績

計画 10,000 0 0 *** 10,000 計画

実績 9,954 0 9,954 実績

計画 1,869 1,300 1,300 *** 4,469 計画

実績 1,680 1,291 2,971 実績

計画 0 3,459 10,490 *** 13,949 計画

実績 0 2,373 2,373 実績

計画 0 3,738 5,985 *** 9,723 計画

実績 0 2,993 2,993 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 242.8 253.9 249.3 *** 746.0

計画 実績 236.0 228.5 464.5

実績 計画 89.5 90.0 90.0 *** 269.5

計画 実績 86.2 80.9 167.1

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

主要事業
小計

30

26

24

25

総計

リーディング
事業小計

マニフェスト
関連事業
小計

－

野村西公園整備事業

4

28

23

公園緑地課

16

21

19

18

17

14

15

事業
区分

公園緑地課

事業
区分

B

ロクハ公園運営事業

主

22

公園緑地課

担当課

公園緑地課

事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

事務事業番号 担当課番号

－1

事業費（千円）
事務事業

13

2

－ 児童公園等維持管理事業

公園緑地課

3 － 公園関係団体負担金事務

公園緑地課弾正公園運営事業

7 －

6 －

－

－

5

B

B草津川緑地維持管理事業

施策成果
への
貢献度

B

B

B

B

公園緑地課

ロクハ公園整備事業

平湖・柳平湖公園整備事業 公園緑地課

10

9 狼川河川公園整備事業 公園緑地課 B

B

12

11

8 27

29



■施策評価シート
(13)-1 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ - - 10 13 20 30

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 100 120 65 140 160

本 - - 5,000 6,685 5,000 5,000

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

市民ボランティア参加延
べ人数

緑化のための植樹数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

活動指標

（責任課コメント）

平成22年度の1世帯1本を目標とした目標値は１０％であるが、実績は１３％であった。
緑の基本計画における10年間の目標として1世帯1本を掲げており、スタートの平成22
年度の目標値を達成することができた。今後も、目標達成に向けて継続的に取組む必
要がある。

植樹率：緑の基本計画に掲げる１０年間で５０，０００本（１世帯当り１本）の目標の達成率
市民ボランティア参加延べ人数：緑化推進や花街道事業に花とみどりのサポーターなどのボランティアとし
て参加した市民の延べ数
緑化のための植樹数：開発における植樹数や緑化フェアや生活緑化樹として配布した樹木等の延べ本数

項目

まちなみ緑化の推進

公園緑地課

山岡道子

単位

基本方針番号 施策番号

項目

施策の概要
建物屋上や壁面、駅前、それぞれの住宅などの緑化を
促進するとともに、緑化フェア等を通じて普及啓発を行
います。

植樹率(目標：１世帯当り１本）

成果指標

担当課事務事業名

まちかど緑化
助成事業

緑化を推進する市
民運動展開事業

単位

環境・条件
の変化

1世帯あたり1本の植樹を目標とした初年度であ
るが、目標を達成した。緑化フェアにおいて企業
からの寄付等を有効活用できた。緑の募金還元
事業なども活用できた。

公園緑地課

Ｄ

Ｃ

地球温暖化などにより、緑への関心が高まりつ
つある。

公園緑地課

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

体系

指標

個別
内容

市民ボランティアの参加人数が目標値に達しなかった。ボラン
ティアの募集の方法や事業内容、実施方法などを検討する必
要がある。まちかど緑化助成について、活用が少なく、広報等
周知が必要である。

その他の外的
・他律的な事象

施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

広報くさつやＨＰなどで活用いただけるよう周知活動を行う。

緑のまちづくり交流会を実施するなど、現在活動中の市民
間のつながりを作る。

手段の変更

手段の変更

備考

緑の基本計画において1世帯あたり1本の植樹を目標として10年間に5万本を計画して
いるところであるが、今後も、緑化フェア、緑の募金などさまざまなイベントにおいて、苗
木の配布などを行い目標を達成できるよう取り組み、緑化を推進するにあたって市民ボ
ランティアを育成するため、花とみどりのサポーター募集を継続して行う。また、すでに
活動している市民ボランティアを対象に緑のまちづくり交流会を開催するなど、緑化推
進の市民活動を広げていく事業も併せて進める必要がある。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 155 155 155 *** 465 計画

実績 23 0 23 実績

計画 3,887 3,359 3,313 *** 10,559 計画

実績 3,689 3,332 7,021 実績

計画 1,188 1,188 1,375 *** 3,751 計画

実績 1,149 1,166 2,315 実績

計画 0 0 18 *** 18 計画

実績 0 0 0 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 5.2 4.7 4.9 *** 14.8

計画 実績 4.9 4.5 9.4

実績 計画 3.9 3.4 3.3 *** 10.6

計画 実績 3.7 3.3 7.0

実績 計画 0.0 0.0 0.0 *** 0.0

計画 実績 0.0 0.0 0.0

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

12

公園緑地課

9

施策成果
への
貢献度

Ｂ

Ｂ

Ｃ

8

Ｄ

10

11

事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

公園緑地課

事業
区分

事務事業

公園緑地課

担当課番号
事業費（千円）

担当課番号

－1

2 主

事業
区分

13

6

事務事業

緑化を推進する
市民運動展開事業

花街道推進事業

まちかど緑化助成事業

15

4

5

リ

7

17

14

19

18

3 － 緑化推進事業 公園緑地課

16

21

30

24

23

主要事業
小計

マニフェスト
関連事業
小計

29

リーディング
事業小計

27

26

28

25

総計



■施策評価シート
(13)-1 ③ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 58 58 64 64 69 69

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

本 4 7 6 6 5 0

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

（責任課コメント）
桜植樹率：計画総本数に対する植樹本数の割合
草津川桜植樹本数：新草津川河川敷における年度ごとの桜の植樹計画本数

活動指標

単位

水辺空間の活用

公園緑地課

山岡道子

恵まれた水辺環境を、まちと市民生活のうるおい資源・
親水空間として整備し生かしていきます。

基本方針番号 施策番号

項目

施策の概要

成果指標

単位

桜植樹率

項目

草津川桜植樹本数

平成22年度末における桜植樹率目標６４％に対して、実績は６４％であり、目標を達成
することができた。今年度は、市内業者からの寄付により、植樹を行うことができた。水
辺環境を活かした平湖・柳平湖公園整備については、住民と行政（県・市）によるワーク
ショップを行い基本構想が作成された。

関係課のコメント

事務
事業

指標

草津川への桜の植樹の実施進捗状況を指標とし
ている。現在のところ、目標を達成している。

体系

責任課による分析

草津川の桜の植樹については、計画に沿った事
業の実施が行われており、親水空間の整備が進
められている。

改善内容の詳細改善の方針

環境・条件
の変化

その他の外的
・他律的な事象

個別
内容

事務事業名

財政状況が厳しく、費用対効果についての是非
が問われており、事業の継続について、再検討
が必要となっている。

担当課
施策成果
への
貢献度

現状においては、目標を達成しながら事業を進められており、ひき続き最終目標を目指
して、植樹を進めていきたいところであるが、河川占用許可を受けながらの植樹であり、
植樹についてはよう壁の設置が必須となるため通常の植樹より費用が高価である。目
標達成にかかる予算について今後の植樹計画について見直しを含め検討が必要であ
る。

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

備考

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

評価に基づい
た今後につい
ての考え方



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 2,850 2,850 2,765 *** 8,465 計画

実績 2,783 2,730 5,513 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 2.9 2.9 2.8 *** 8.5

計画 実績 2.8 2.7 5.5

実績 計画 2.9 2.9 2.8 *** 8.5

計画 実績 2.8 2.7 5.5

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

24

リーディング
事業小計

30

26

29

主要事業
小計

マニフェスト
関連事業
小計

総計

25

施策成果
への
貢献度

B

担当課

12

事務事業

公園緑地課

事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）事業

区分

15

番号

6

草津川緑地整備事業

13

担当課

14

9

7

主1

4

3

8

5

16

11

10

17

18

2

19

21

22

23

27

28



■施策評価シート
(13)-1 ④ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 0 0 100 100

％ 0 0 0 0 100

％ 0 0 0 0 0 100

      

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

回 9 8 5

回 　 　 26 13

　 　 　 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

備考

事業推進について市民の視点で実施する観点から、広く意見を聴取する必要があり、
平成２３年度は検討委員会や市民説明会などを開催し、基本計画を策定する。その
後、運営管理の仕組みづくりも含め、市民参画の手法による詳細設計の策定を進め、
市民説明会などを開催し、市民への情報発信を行う。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

体系

環境・条件
の変化

個別
内容

その他の外的
・他律的な事象

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

草津川廃川敷地について、自然と調和した市民の憩いの場、“まちなか”の安全空間としての活
用を図るため、事業計画の着実な策定が望まれ、基本構想の策定については平成２２年度内
に取りまとめがなされ、計画通りの成果が得られた。

・構想・計画等の策定について、検討委員会等の議論を踏まえ、事務の達成度を進捗率として
表示する。

単位項目

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

優先整備区間の草津川
跡地利用実施設計策定
進捗率（%）

単位

草津川跡地基本構想策
定進捗率

草津川跡地基本計画策
定進捗率

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

草津川廃川敷地について、自然と調和した市民の憩いの場、
“まちなか”の安全空間としての活用を図るため、市民、関係
機関等との協議・調整を行い、整備を進めます。

草津川廃川敷地の活用

草津川跡地整備室

寺田哲康

活動指標

（責任課コメント）

検討委員会の回数

市民説明会の回数

　



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 0 18,800 82,837 *** 101,637 計画

実績 0 1,812 1,812 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 0.0 18.8 82.8 *** 101.6

計画 実績 0.0 1.8 1.8

実績 計画

計画 実績

実績 計画 0.0 18.8 82.8 *** 101.6

計画 実績 0.0 1.8 1.8

実績 計画 0.0 18.8 82.8 *** 101.6

計画 実績 0.0 1.8 1.8

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212

3

4

5

19

18

17

16

草津川跡地整備事業

事業
区分

15

14

番号

マ
リ

1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

草津川跡地
整備室

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

10

8

12

Ａ

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(13)-2 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 27.5 27.5 28.0 31.5 28.0 31.0

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

回数 － － 0 0 6 6

件 2 5 3 2 1 1

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

備考

市民満足度では目標値に到達したが、平成23年度からは景観行政団体となったことか
ら、より一層景観施策を推進し、「ふるさと草津の心」を育む景観づくりをすすめる。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

体系

平成22年度から景観を生かしたまちづくり事業に
着手した。

責任課による分析

改善内容の詳細

市内および居住地周辺の景観に好感が持てると感じる市民
の割合についてはＨ22年度目標値を28.0としていたが、実測
値で31.5となりこれを上回ったが、市民の景観への関心は低
いと思われるため、より一層景観施策を推進していく。

個別
内容

関係課のコメント

事務
事業

指標

屋外広告物管理業務が県から権限移譲されてか
ら３年になるが、市が当業務に取り組み、業者等
に指導を行ってきた結果、施策に対する効果が
表れたと思われる。

施策の概要

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

環境・条件
の変化

宿場と街道のまちなみ形成を図るなど良好な景観の保
全と創出に努めるとともに、良好な都市景観の形成を
誘導・促進します。

自然的・歴史的景観の保全と活用、都市景観の形成

都市計画課

岸本　逸子

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目 単位

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

成果指標

市内および居住地周辺の景
観に好感が持てると感じる
市民の割合

アクションプランに基づく
違反広告物是正数

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

まちづくり活動支援学習
会等開催数

市民意識調査の結果、市内および居住地周辺の景観に好感が持てると感じる市民の割合は、
平成21年度が27.5％、平成22年度が31.5％と上がってきており、目標値に到達しているが、市
民の景観への関心度はまだまだ低いと思われるので、より一層、景観施策を推進していく。
活動指標のアクションプランに基づく違反広告物の是正については平成20年度から是正指導を
開始し、徐々に是正されてきている。今後は、琵琶湖周辺以外についても違反広告物の規制強
化を図っていく。

アクションプランに基づく違反広告物是正数：滋賀県が策定された違反広告物是正アクションプ
ランに基づき、琵琶湖周辺で是正した違反広告物の数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 0 5,331 4,724 *** 10,055 計画

実績 0 628 628 実績

計画 2,201 2,209 2,356 *** 6,766 計画

実績 2,092 2,207 4,299 実績

計画 53 53 53 *** 159 計画

実績 0 0 0 実績

計画 0 0 0 *** 0 計画

実績 0 0 0 実績

計画 0 0 13,535 *** 13,535 計画

実績 0 5,135 5,135 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 2.3 7.6 20.7 *** 30.5

計画 実績 2.1 8.0 10.1

実績 計画 0.1 5.4 4.8 *** 10.2

計画 実績 0.0 0.6 0.6

実績 計画 0.0 0.0 0.0 *** 0.0

計画 実績 0.0 0.0 0.0

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 － 屋外広告物管理事務 都市計画課

3 主 風致地区審査事務 都市計画課

4

5

リ
うるおいネットワーク推進事

業
企画調整課

－ 景観を生かしたまちづくり推進事業 都市計画課

19

18

17

16

地域街なみ形成推進事業

事業
区分

15

14

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

都市計画課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

10

8

12

Ａ

9

25

26

28

29

27
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